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験的に証明して、2007 年 10 月 19 日版の PLoS 
Pathogens に発表した 2）。
　研究チームは、ヒトインフルエンザウイルス









の場合、5℃および 20℃では感染率 100% に対し
て 30℃では 0%。湿度 50% の場合、5℃では感染
率 100% に対して 20℃では 25% であった）。一
方、相対湿度については、35％以下の低湿度の時
が最も感染率が高かった（温度 20℃の場合、湿度
が 20％～ 35％では感染率が 100% であったのに
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